
平成２９年１月３１日
桑名市地域包括ケア推進協議会 介護部会

桑 名 市
KUWANA CITY

資料１－１

介護予防・日常生活支援総合事業
改善について
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計画の進行管理の流れ
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経過措置期間
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法改正

27、28年度は市町村の選択で移行（エリアごとも可）

要支援認定期間→最大12か月

全ての保険者・エリアで導入

○ 市町村が条例で定める場合は、総合事業の実施を平成29年４月まで猶予可能。
○ 市町村は、できる限り早期から新しい総合事業に取り組む。一方で、受け皿の整備等のため、一定の時間をかけて、
総合事業を開始することも選択肢。
※ 総合事業の実施を猶予する場合も、総合事業の実施猶予の趣旨を踏まえ、現在から着実に受け皿の整備を行うよう努めることが適当。

：予防給付
（訪問介護・通所介護）

：新しい総合事業

既にサービスを受けている者については事業移行後も
必要に応じて既存サービス相当のサービスを利用可能とする。

訪問介護、通所介護（予防給付）から訪問型サービス・通所型サービスへの移行（イメージ）

新しくサービスを受ける者については多様なサービスの利用を促進
（必要に応じて既存サービス相当のサービスを利用可能とする）

総合事業への円滑な移行
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総合事業の見直し・工夫・検討

応援会議の
結果・効果

総合事業

アンケート結果

包括ケア協議会

ケアマネさん

事業所さん

方からの声

・利用が進まない
総合事業は

このままでよいの？

・介護保険を卒業
した後は？

・現行相当サービス
がなくなった後は？

・訪問型サービス
の利用促進の検討

・くらしいきいき教室
の検討

・卒業後の場への
検討

・緩和型サービスの
検討

次の計画

までに何と
かせね
ば！


